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は
じ
め
に

『
西
廂
記
』
は
元
代
の
王
實
甫
の
代
表
作
で
、
元
雜
劇
の
最
高
峰

と
も
高
く
稱
贊
さ
れ
て
い
る
。
明
と
清
の
時
代
で
は
二
百
種
以
上
の

テ
キ
ス
ト
が
刊
行
さ
れ（

１
）、
現
在
で
も
約
一
六
〇
種
は
殘
っ
て
お
り
、

中
國
古
典
戲
曲
に
お
い
て
は
、『
西
廂
記
』
の
出
版
に
匹
敵
す
る
も

の
は
全
く
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
は
、『
西
廂
記
』
が
い
か

に
人
氣
を
博
し
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
現
存
す
る
『
西
廂
記
』
の

最
古
の
テ
キ
ス
ト
は
弘
治
十
一
年
（
一
四
九
八
）
金
臺
嶽
家
刊
の
『
新

刊
大
字
魁
本
全
相
參
增
奇
妙
注
釋
西
廂
記
』（
五
卷
）、
す
な
わ
ち
弘

治
本
『
西
廂
記
』
で
あ
り
、
從
來
、『
西
廂
記
』
の
研
究
に
不
可
缺

の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
弘
治
本
の
第
二
、
三
、
四
卷
の
末
尾
に
【
絡
絲
娘
煞

尾
】
と
い
う
曲
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
曲
は
や
や
特
別
な
も
の

で
あ
る
。
理
由
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
目
に
、『
中
原
音
韻
』『
太
和
正

音
譜
』『
北
詞
廣
正
譜
』『
九
宮
大
成
南
北
詞
宮
譜
』
な
ど
北
曲
雜
劇

の
韻
書
と
曲
譜
に
は
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
と
い
う
曲
牌
そ
の
も
の
が
見

ら
れ
な
い
。
二
つ
目
に
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
の
三
曲
は
い
ず
れ
も
同

折
の
套
曲
と
韻
を
異
に
し
、
套
曲
に
含
ま
れ
な
い（

２
）。
な
お
、
第
三
、

四
卷
で
は
、
同
折
套
曲
の
宮
調
が
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
と
同
じ
く
越
調

で
あ
る
も
の
の
、
韻
は
異
な
っ
て
い
る
。
三
つ
目
に
、『
西
廂
記
』

の
テ
キ
ス
ト
の
中
に
は
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
と
い
う
曲
が
見
ら
れ
な

い
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
を
調
べ
て
み
る
と
、

【
絡
絲
娘
煞
尾
】
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の

經
緯
は
本
論
で
詳
述
す
る
。

【
絡
絲
娘
煞
尾
】
の
曲
牌
に
つ
い
て
、
曲
牌
名
の
標
示
が
妥
當
で

は
な
い
と
指
摘
し
た
先
行
研
究
は
あ
る
が
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
が
屬

す
べ
き
宮
調
お
よ
び
套
曲
に
入
る
か
否
か
に
つ
い
て
ま
だ
詳
し
く
論

『
西
廂
記
』
に
お
け
る
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
に
つ
い
て
の
考
察李　

　
　

家　

橋
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じ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
は
本
來
『
西
廂
記
』

に
あ
る
べ
き
も
の
だ
と
主
張
す
る
學
者
は
い
る
も
の
の
、【
絡
絲
娘

煞
尾
】
が
削
除
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
も
ま
だ
十
分
な
檢
討
は
な
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
觀
點
は
當
然
明
と
清
の
戲
曲
家
の
元
雜
劇

へ
の
理
解
や
認
識
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
檢
討
す
る
價
値
も
必

要
も
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
、
小
稿
を
も
っ
て
以
上
の
未
解
決
の
問
題

に
つ
い
て
檢
討
を
加
え
て
み
た
い
。

一
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
の
曲
牌
に
つ
い
て

考
察
を
進
め
る
に
當
た
り
、
ま
ず
先
行
研
究
を
參
考
に
し
な
が

ら
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
の
曲
牌
に
つ
い
て
豫
め
す
こ
し
説
明
を
加
え

て
お
き
た
い
。
弘
治
本
『
西
廂
記
』
は
五
卷
、
二
十
一
折
か
ら
な

り
、
第
二
卷
の
み
は
五
折
で
、
他
は
各
卷
四
折
と
な
っ
て
い
る
。
次

い
で
第
二
、
三
、
四
卷
の
套
曲
の
後
に
附
さ
れ
た
【
絡
絲
娘
煞
尾
】

の
曲
詞
を
あ
げ
て
お
く
。
曲
の
後
ろ
の
（　

）
内
は
曲
の
押
韻
を
示

す（
３
）。

　

卷
二
第
五
折
﹇
全
體
の
第
九
折
﹈
套
曲
：
越
調
【
鬬
鵪
鶉
】－

【
尾
】
東
鍾
韻
。

　
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
不
爭
惹
恨
牽
情
鬭
引
。
少
不
得
廢
寢
忘
餐
病

證
。

　
（
眞
文
・
庚
青
混
押
。
譯
：
な
さ
け
ご
こ
ろ
に
胸
か
き
た
て
ら
れ
て
、

寢
食
忘
れ
て
戀
わ
ず
ら
い
）

　

卷
三
第
四
折
﹇
全
體
の
第
十
三
折
﹈
套
曲
：
越
調
【
斗
鵪
鶉
】－

【
煞
尾
】
侵
尋
韻
。

　
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
因
今
宵
傳
言
送
語
。
看
明
日
攜
雲
握
雨
。

　
（
魚
模
韻
。
譯
：
今
宵
こ
と
づ
て
寄
せ
ら
れ
て
、
明
日
は
樂
し
い
み
そ

か
ご
と
。）

　

卷
四
第
四
折
﹇
全
體
の
第
十
七
折
﹈
套
曲
：
雙
調
【
新
水
令
】－

【
鴛
鴦
煞
】
車
遮
韻
。

　
【
絡
絲
娘
】
都
則
爲
一
官
半
職
。
阻
隔
得
千
山
萬
水
。

　
（
齊
微
韻
。
譯
：
些
末
な
官
職
取
る
た
め
に
、
海
山
遠
く
隔
て
ら
る
（
４
））

ち
な
み
に
、
卷
四
の
曲
牌
は
【
絡
絲
娘
】
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
刊
刻
上
の
ミ
ス
だ
と
考
え
ら
れ
、
本
來
は
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
で

あ
ろ
う
。
ほ
か
の
『
西
廂
記
』
の
テ
キ
ス
ト
は
基
本
的
に
【
絡
絲

娘
煞
尾
】
あ
る
い
は
【
絡
絲
娘
煞
】
に
つ
く
る（

５
）。
け
れ
ど
も
、
元

の
周
德
清
（
一
二
七
七

－

一
三
六
五
）
編
の
『
中
原
音
韻
』、
明
の
朱

權
（
一
三
七
八

－

一
四
四
八
）
編
の
『
太
和
正
音
譜
』、
明
末
清
初
李

玉
（
約
一
六
一
〇

－

一
六
七
〇
）
編
の
『
北
詞
廣
正
譜
』、
清
乾
隆
十

一
年
（
一
七
四
六
）
刊
の
『
新
定
九
宮
大
成
南
北
詞
宮
譜
』（
周
祥
鈺
、

鄒
金
生
ら
の
編
、
以
下
『
九
宮
大
成
』
と
略
稱
す
）
な
ど
元
・
明
・
清
時
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代
の
韻
書
と
曲
譜
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】（
あ
る
い
は

【
絡
絲
娘
煞
】）
と
い
う
曲
牌
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
題
名
が
類
似
す
る
曲
牌
は
越
調
に
所
屬
す
る
【
絡
絲

娘
】
と
【
小
絡
絲
娘
】
が
あ
る
が
、
こ
の
二
曲
は
曲
格
が
異
な
っ
て

い
る
。【
絡
絲
娘
】
は
四
句
（
た
ま
に
增
句
あ
り
）
あ
る
の
に
對
し
て
、

【
小
絡
絲
娘
】
は
七
字
句
の
二
句
の
み
で
あ
る（

６
）。
兩
者
の
關
係
に
つ

い
て
、
吳
梅
『
南
北
詞
簡
譜
』
中
に
す
で
に
指
摘
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
、【
小
絡
絲
娘
】
の
曲
格
は
【
絡
絲
娘
】
の
前
二
句
を
取
っ
て
成

す
た
め
、「
小
」
を
付
け
ら
れ
た
、
と
す
る
も
の
で
、
首
肯
で
き
る（

７
）。

そ
し
て
、『
九
宮
大
成
』
と
鄭
騫
編
の
『
北
曲
套
式
彙
錄
詳
解
』
に

よ
れ
ば
、【
絡
絲
娘
】
は
越
調
の
過
曲
に
し
か
お
ら
ず
、
套
曲
の
尾

曲
と
し
て
は
ま
っ
た
く
使
用
さ
れ
な
い（

８
）。
し
た
が
っ
て
、
弘
治
本

『
西
廂
記
』
に
お
け
る
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
の
曲
格
は
明
ら
か
に
【
小

絡
絲
娘
】
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
わ
か
る
。

さ
ら
に
、『
太
和
正
音
譜
』
に
所
收
す
る
越
調
【
小
絡
絲
娘
】
の

例
曲
は
ま
さ
に
「
都
只
爲
一
官
半
職
、
阻
隔
着
千
山
萬
水
」
と
な

り
、
し
か
も
「
王
實
甫
西
廂
記
第
十
七
折
」
と
記
し
て
明
白
に
そ
の

出
典
を
示
し
て
い
る（

９
）。『
北
詞
廣
正
譜
』
に
所
收
す
る
越
調
【
小
絡

絲
娘
】
の
例
曲
は
「
因
今
宵
傳
言
送
語
、
看
明
日
攜
雲
握
雨
」
と
な

り
、
そ
の
出
典
も
「
王
實
甫
撰
西
廂
記
」
と
明
示
し
て
い
る）

10
（

。
こ
う

す
れ
ば
、
弘
治
本
の
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
と
い
う
曲
牌
は
實
際
に
各
曲

譜
に
著
録
し
て
い
る
【
小
絡
絲
娘
】
を
指
す
こ
と
も
明
ら
か
に
な

る
。し

か
し
、
實
質
は
同
じ
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
も
、
劇
本
上
で
曲

牌
を
示
す
に
際
し
て
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
と
【
小
絡
絲
娘
】
の
い
ず
れ

か
に
正
當
性
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
相
互
に
通
用
し
任
意
の
選
擇

が
可
能
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
そ
れ
に
つ
い

て
、
田
中
謙
二
は
『
太
和
正
音
譜
』
に
お
け
る
著
録
を
根
據
に
し
、

【
絡
絲
娘
煞
尾
】
で
は
な
く
、【
小
絡
絲
娘
】
の
ほ
う
が
正
し
い
標
示

だ
と
主
張
し
て
い
る）

11
（

。
鄭
騫
も
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
と
標
示
し
て
は

妥
當
で
は
な
い
と
考
え
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
引
用
部
分
の
後
ろ
の
訓
讀
は
本
執
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
）

 　
『
雍
熙
』
於
『
西
廂
』「
雲
斂
晴
空
」
及
「
彩
筆
題
詩
」
兩
折
，

此
曲
皆
題
【
絡
絲
娘
煞
尾
】，
殊
不
妥
，
因
其
作
用
與
煞
尾
不
同
，

其
前
固
另
有
尾
聲
也）

12
（

。（『
雍
熙
』
は
、『
西
廂
』「
雲
斂
晴
空
」
及
び

「
彩
筆
題
詩
」
兩
折
に
於
い
て
、
此
の
曲
皆
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
と
題
す
れ

ど
も
、
殊
に
不
妥
な
り
。
其
の
作
用
は
煞
尾
と
同
じ
う
せ
ず
し
て
、
其
の

前
固
よ
り
另
に
尾
聲
有
る
に
因
る
な
り
。）

つ
ま
り
、
鄭
氏
は
、
機
能
が
煞
尾
と
違
う
こ
と
や
曲
の
前
に
す
で

に
尾
聲
が
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
と
い
う
標
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示
が
不
適
切
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
や
は
り
元
周
徳
清
の
『
中
原
音

韻
』
や
同
時
代
の
他
の
戲
曲
文
獻
、
及
び
明
初
朱
權
の
『
太
和
正
音

譜
』
に
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
が
見
當
た
ら
な
い
以
上
、
鄭
骞
が
主
張
し

た
よ
う
に
【
小
絡
絲
娘
】
と
標
示
す
る
方
が
妥
當
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
。
な
ら
ば
、『
西
廂
記
』
の
大
多
數
の
テ
キ
ス
ト
で
は
な

ぜ
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
と
標
示
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
究
明
す
る
こ

と
は
現
時
點
で
ほ
ぼ
不
可
能
に
近
い
が
、
推
測
す
る
な
ら
ば
、
こ
の

曲
が
常
に
劇
（
折
）
の
末
尾
に
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
後
の
流
傳
で

「
煞
尾
」
や
「
煞
」
の
文
字
が
付
け
加
え
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

二
、�【
絡
絲
娘
煞
尾
】
の
宮
調
お
よ
び
套
曲
に
入

る
か
否
か
に
つ
い
て

【
絡
絲
娘
煞
尾
】（
す
な
わ
ち
【
小
絡
絲
娘
】）
の
宮
調
に
つ
い
て
、

『
中
原
音
韻
』『
太
和
正
音
譜
』『
北
詞
廣
正
譜
』『
九
宮
大
成
南
北
詞

宮
譜
』『
南
北
詞
簡
譜
』
に
お
い
て
例
外
な
く
越
調
に
歸
し
て
い
る

が
、
前
に
も
あ
げ
た
よ
う
に
、『
西
廂
記
』
に
お
け
る
【
絡
絲
娘
煞

尾
】
の
三
曲
は
い
ず
れ
も
同
折
の
越
調
・
雙
調
の
套
曲
と
韻
を
異
に

し
て
套
曲
に
入
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
三
曲
の
例
に
限
っ
て
い
え

ば
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
は
越
調
ま
た
は
雙
調
に
屬
す
る
曲
牌
だ
と
判

斷
す
る
こ
と
も
難
し
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、『
西
廂
記
』
の
他
、
現
存
の
元
雜
劇
作
品
で
は
、【
絡
絲

娘
煞
尾
】（【
小
絡
絲
娘
】）
の
用
例
が
見
ら
れ
る
の
は
『
兩
世
姻
縁
』

（
第
四
折
の
末
尾
）
の
み
に
な
る
。
し
か
も
、
テ
キ
ス
ト
間
に
異
同
が

あ
る
。『
改
定
元
賢
傳
奇
』『
古
名
家
雜
劇
』『
息
機
子
雜
劇
選
』『
顧

曲
齋
古
雜
劇
』『
古
今
名
劇
合
選
』
は
、

 　
【
絡
絲
娘
】
還
的
他
思
凡
債
徹
，
今
日
個
跨
鳳
乘
鸞
去
也
。（
旦

末
合
唱
。
車
遮
韻
）

と
な
っ
て
い
る
が
、『
元
曲
選
』
の
み
は
、

 　
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
不
爭
你
大
鬧
西
川
性
窄
。
翻
招
了
個
笑
坦
東

牀
貴
客
。（
旦
唱
。
皆
來
韻
）
13
（

）

と
な
っ
て
い
る
。『
兩
世
姻
縁
』
の
當
該
折
に
は
、
ほ
か
に
雙
調

【
新
水
令
】【
沉
醉
東
風
】【
喬
牌
兒
】【
水
仙
子
】【
攪
箏
琶
】【
雁
兒

落
】【
得
勝
令
】【
甜
水
令
】【
折
桂
令
】【
落
梅
風
】【
沽
美
酒
】【
太

平
令
】
が
あ
り
、
全
部
皆
來
韻
を
踏
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
す
べ
て
の

テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
が
、
右
に
あ
げ
た
最
後
の
曲
だ
け

曲
牌
名
と
曲
詞
と
押
韻
が
異
な
っ
て
い
る
。
曲
牌
の
場
合
、
前
述
の

通
り
、
本
來
は
【
絡
絲
娘
】
で
も
な
け
れ
ば
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
で
も

な
く
、【
小
絡
絲
娘
】
と
標
示
す
べ
き
で
あ
る
。
曲
詞
に
關
し
て
は
、

『
改
定
元
賢
傳
奇
』『
古
名
家
雜
劇
』『
息
機
子
雜
劇
選
』『
顧
曲
齋
古

雜
劇
』
が
『
元
曲
選
』
よ
り
先
に
成
立
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
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か
ら
見
れ
ば
、
後
世
の
『
元
曲
選
』
の
み
が
異
な
っ
て
い
る
の
は
、

編
者
臧
懋
循
に
よ
る
改
變
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
た

が
っ
て
、『
兩
世
姻
縁
』（
の
古
い
テ
キ
ス
ト
）
に
お
け
る
【
絡
絲
娘
】

（
す
な
わ
ち
【
小
絡
絲
娘
】）
も
同
折
の
套
曲
と
韻
を
異
に
し
て
雙
調
の

套
曲
に
入
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る）

14
（

。

さ
ら
に
、『
諸
葛
亮
掛
印
氣
張
飛
』
は
す
で
に
逸
失
し
た
元
雜
劇

の
作
品
で
あ
る
が
、
幸
い
に
明
代
萬
暦
年
間
に
編
選
し
た
戲
曲
選
集

の
『
群
音
類
選
』
に
は
同
作
の
雙
調
【
新
水
令
】
の
套
曲
を
收
め
て

い
る
。
そ
の
套
曲
の
後
ろ
に
も
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
が
附
さ
れ
、
し
か

も
雙
調
の
套
曲
と
違
う
韻
を
用
い
て
い
る）

15
（

。

以
上
で
あ
げ
た
『
西
廂
記
』『
兩
世
姻
緣
』『
氣
張
飛
』
の
外
、
現

存
の
元
雜
劇
作
品
お
よ
び
元
代
散
曲
に
お
い
て
は
、【
小
絡
絲
娘
】

や
【
絡
絲
娘
煞
尾
】（
あ
る
い
は
【
絡
絲
娘
煞
】）
の
用
例
は
も
は
や
見

ら
れ
な
い）

16
（

。『
太
和
正
音
譜
』
な
ど
の
曲
譜
は
【
小
絡
絲
娘
】
を
越

調
に
歸
し
、
し
か
も
『
九
宮
大
成
』
以
外
、
基
本
的
に
同
曲
の
例
を

『
西
廂
記
』
の
そ
の
三
曲
か
ら
取
っ
て
い
る
。『
九
宮
大
成
』
所
收
の

【
小
絡
絲
娘
】
の
例
は
雜
劇
か
ら
で
は
な
く
、
明
の
無
名
氏
の
『
太

平
圖
』
傳
奇
か
ら
二
曲
を
取
っ
て
い
る
。
雜
劇
で
は
な
い
上
、
さ
ら

に
『
太
平
圖
』
も
逸
失
し
た
も
の
で
同
齣
の
套
曲
と
同
韻
す
る
か
ど

う
か
、
も
う
判
斷
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
二
曲
の
例
は

あ
ま
り
參
考
に
な
ら
な
い
。
た
だ
、
二
曲
の
後
に
【
小
絡
絲
娘
】
の

曲
牌
に
對
し
て
付
け
ら
れ
た
解
釋
は
す
こ
し
注
目
に
値
す
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
そ
の
解
釋
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

小
絡
絲
娘
、
按
王
實
甫
西
廂
、
用
在
越
角
雙
角
煞
尾
之
後
、
一

名
小
結
煞
、
如
南
調
之
哭
相
思
之
類
是
也）

17
（

。（【
小
絡
絲
娘
】、
按
ず

る
に
王
實
甫
の
『
西
廂
』
は
、
用
ひ
て
越
角
、
雙
角
煞
尾
の
後
に
在
り
、

一
名
【
小
結
煞
】
な
り
。
南
調
の
【
哭
相
思
】
の
類
の
如
き
は
是
れ
な

り
。）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、『
九
宮
大
成
』
も
『
西
廂
記
』
の
【
小
絡
絲
娘
】

の
用
例
を
參
考
に
し
た
と
わ
か
る
。
た
だ
、
な
ぜ
名
高
い
『
西
廂

記
』
か
ら
で
は
な
く
明
の
無
名
氏
の
『
太
平
圖
』
傳
奇
か
ら
曲
を

と
っ
た
の
か
は
い
さ
さ
か
不
思
議
で
あ
る
。
一
方
、【
小
絡
絲
娘
】

の
別
名
を
【
小
結
煞
】
と
も
呼
ぶ
と
『
九
宮
大
成
』
に
は
述
べ
て
い

る
が
、
鄭
騫
は
そ
の
根
據
の
出
處
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る）

18
（

。
本
執
筆

者
も
【
小
結
煞
】
の
用
例
を
發
見
し
て
い
な
い
が
、
清
初
の
沈
遠
、

程
清
編
の
『
校
定
北
西
廂
弦
索
譜
』
の
凡
例
に
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
：小

絡
絲
娘
雖
屬
越
調
，
但
入
某
宮
調
爲
小
結
煞
，
亦
依
某
宮
調

唱
法）

19
（

。（【
小
絡
絲
娘
】
は
越
調
に
屬
す
れ
ど
も
、
但
だ
某
宮
調
に
入
り

て
【
小
結
煞
】
と
爲
し
、
亦
た
某
宮
調
の
唱
法
に
依
る
。）
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以
上
に
よ
れ
ば
、【
小
絡
絲
娘
】
は
本
來
越
調
に
屬
す
る
曲
牌
で

あ
る
が
、
他
の
宮
調
の
套
曲
と
同
じ
折
に
置
か
れ
る
と
、【
小
結
煞
】

と
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
歌
い
方
も
も
と
の
越
調
で
は
な
く
、
同
折

の
套
曲
の
宮
調
に
從
え
ば
良
い
よ
う
だ
。
し
か
し
、『
校
定
北
西
廂

弦
索
譜
』
の
成
立
時
代
は
元
代
か
ら
三
世
紀
も
遠
く
離
れ
、
元
代

の
『
西
廂
記
』
の
工
尺
譜
（
音
樂
譜
）
も
後
世
に
傳
わ
っ
て
い
な
い

た
め
、
清
初
の
沈
遠
ら
が
主
張
し
た
そ
の
歌
い
方
が
元
代
の
そ
れ

と
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
も
は
や
考
證
で
き
な
い
。【
小
絡
絲

娘
】
す
な
わ
ち
【
小
結
煞
】
を
ほ
か
の
某
宮
調
の
唱
法
に
從
わ
せ
る

の
も
單
純
に
清
の
戲
曲
家
た
ち
に
よ
る
一
種
の
便
宜
的
な
處
理
に
す

ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
後
の
『
九
宮
大
成
』
も
『
校
定
北
西
廂
弦

索
譜
』
に
お
け
る
「
小
結
煞
」
の
解
釋
を
受
け
繼
い
だ
と
考
え
ら
れ

る
が
、
南
曲
の
【
哭
相
思
】
が
【
小
絡
絲
娘
】
に
類
似
す
る
と
い
う

『
九
宮
大
成
』
の
補
説
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
疑
問
で
あ
る
。【
哭
相

思
】
は
南
曲
な
の
で
、
當
然
北
曲
の
【
小
絡
絲
娘
】
と
曲
格
が
異
な

る
。
そ
の
上
、【
哭
相
思
】
の
用
例
を
調
査
し
た
限
り
、
こ
の
曲
は

一
齣
の
末
に
置
か
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
一
齣
の
前
や
中
に
置
か
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
も
、
後
者
の
方
が
用
例
は
多
い
。
そ
れ
は
、

劇
（
折
）
の
末
に
し
か
置
か
れ
な
い
【
小
絡
絲
娘
】
と
は
性
格
が
違

う
だ
ろ
う
。

要
す
る
に
、【
小
絡
絲
娘
】（【
絡
絲
娘
煞
尾
】）
は
元
の
『
中
原
音

韻
』
お
よ
び
明
清
の
曲
譜
に
越
調
に
歸
さ
れ
て
い
る
が
、『
西
廂
記
』

と
『
兩
世
姻
緣
』
と
『
氣
張
飛
』
に
現
存
す
る
僅
か
の
用
例
に
よ
れ

ば
、
こ
の
曲
は
同
折
の
越
調
や
雙
調
の
套
曲
と
常
に
韻
を
異
に
し
て

い
る
た
め
、
套
曲
内
に
入
れ
て
使
用
し
得
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

じ
つ
は
、
元
曲
の
曲
牌
に
は
套
曲
に
使
用
せ
ず
小
令
の
み
に
使
う
も

の
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
正
宫
【
甘
草
子
】【
撼
動
山
】（【
漢

東
山
】
に
も
作
る
）、
仙
吕
【
錦
橙
梅
】【
三
番
玉
樓
人
】、
大
石
調

【
初
生
月
兒
】【
陽
關
三
疊
】、
雙
調
【
楚
天
遙
】【
播
海
令
】
な
ど
は

そ
の
例
で
あ
る）

20
（

。
た
ま
に
、
雜
劇
一
折
の
中
に
入
れ
る
と
、
同
折
の

套
曲
と
韻
を
異
に
す
る
の
は
一
般
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
正
宮

【
撼
動
山
】
は
鄭
光
祖
が
作
っ
た
『
鍾
離
春
智
勇
定
齊
』
第
二
折
の

中
呂
套
曲
の
前
に
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
套
曲
と
違
う
韻
を
踏
ん
で

套
曲
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
雙
調
【
楚
天
遙
】
は
朱
凱
の
『
劉
玄
德

醉
走
黃
鶴
樓
』
第
二
折
の
末
尾
に
置
か
れ
、
こ
れ
も
ま
た
同
折
の
套

曲
と
韻
を
異
に
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、『
北
詞
廣
正
譜
』
の
「
越

調
套
數
分
題
」
に
は
【
小
絡
絲
娘
】
を
小
令
と
し
て
用
い
得
る
と
述

べ
て
い
る
が
、
具
體
的
な
例
を
一
つ
も
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
あ
る

い
は
、
元
代
で
も
そ
の
用
例
が
そ
も
そ
も
稀
で
あ
っ
て
、
後
世
に
傳

わ
ら
ず
、
明
末
清
初
の
李
玉
ら
も
【
小
絡
絲
娘
】
の
小
令
の
例
を
目
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に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）
21
（

。

三
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
が
削
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て

以
上
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】（【
小
絡
絲
娘
】）
の
曲
牌
と
そ
の
宮
調
お

よ
び
套
曲
と
の
關
わ
り
に
つ
い
て
檢
討
し
て
き
た
。
文
頭
に
も
述
べ

た
よ
う
に
、
弘
治
本
に
は
三
曲
の
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
が
見
ら
れ
る
も

の
の
、
一
方
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
を
含
ま
な
い
『
西
廂
記
』
の
テ
キ
ス

ト
も
少
な
く
な
い）

22
（

。
明
刊
本
の
中
で
は
、
例
え
ば
、
次
の
數
種
が
代

表
的
で
あ
る
。

·

『
重
校
北
西
廂
記
』（
五
卷
、
明
萬
曆
二
十
六
年
一
五
九
八
、
秣
陵
陳
邦

泰
繼
志
齋
刊
本
）

·

『
新
刊
合
併
王
實
甫
西
廂
記
』（
二
卷
、
明
萬
曆
二
十
八
年
一
六
〇
〇
、

屠
隆
校
正
、
周
居
易
校
梓
）

·

『
新
校
註
古
本
西
廂
記
』（
六
卷
、
明
萬
曆
四
十
二
年
一
六
一
四
、
王

驥
德
校
註
、
山
陰
朱
朝
鼎
香
雪
居
刊
本
）

·

『
李
卓
吾
批
評
合
像
北
西
廂
記
』（
二
卷
、
明
萬
曆
間
刊
本
、
書
林
遊

敬
泉
刊
本
）

·

『
西
廂
會
眞
傳
』（
五
卷
、
明
天
啟
烏
程
閔
氏
朱
墨
藍
三
色
套
印
本
、
沈

璟
、
湯
顯
祖
評
）

·

『
張
深
之
先
生
正
北
西
廂
祕
本
』（
五
卷
、
明
崇
禎
十
二
年
一
六
三
九
、

張
深
之
正
）

·

『
湯
海
若
先
生
批
評
西
廂
記
』（
二
卷
、
明
崇
禎
間
師
儉
堂
刊
本
）

清
の
『
西
廂
記
』
の
テ
キ
ス
ト
の
多
く
は
、
金
聖
歎
の
批
評
本
系

統
に
連
な
る
。
こ
の
金
批
本
系
統
の
諸
本
に
お
い
て
も
【
絡
絲
娘
煞

尾
】
は
見
ら
れ
な
い）

23
（

。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
明
と
清
の
テ
キ
ス
ト
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
テ
キ
ス
ト
に
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
を
削
除
し

た
痕
跡
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る）

24
（

。
例
え
ば
、
繼
志
齋
本
の
第
四
、

六
、
八
、
十
二
齣）

25
（

の
末
尾
に
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
眉
批
が
あ
る
。

（
第
四
齣
）
一
本
有
【
絡
絲
娘
煞
尾
】。
則
爲
你
閉
月
羞
花
相
貌
。

少
不
得
剪
草
除
根
大
小
。
此
意
不
合
先
說
出
，
且
複
用
煞
尾
，
今

刪
去
。（
一
本
に
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
有
り
。「
則
ち
你
（
な
ん
ぢ
）
閉
月

羞
花
の
相
貌
の
爲
に
、
大
小
を
剪
草
除
根
す
る
を
少
（
か
）
く
を
得
ず
」。

此
の
意
、
先
に
説
き
出
す
に
合
は
ず
、
且
つ
復
た
煞
尾
を
用
ふ
れ
ば
、
今

削
除
す
。）

（
第
八
齣
）
一
本
有
【
絡
絲
娘
煞
尾
】。
不
爭
惹
恨
牽
情
。
少
不

得
廢
寢
忘
餐
病
證
。
今
刪
去
。

（
第
十
二
齣
）
一
本
有
【
絡
絲
娘
煞
尾
】。
因
今
宵
傳
言
送
語
。

看
明
日
攜
雲
握
雨
。
今
刪
去
。

（
第
十
六
齣
）
一
本
有
【
絡
絲
娘
煞
】。
都
則
爲
一
官
半
職
。
阻

隔
得
千
山
萬
水
。
今
刪
去）

26
（

。
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『
西
廂
會
眞
傳
』
と
『
湯
海
若
先
生
批
評
西
廂
記
』
と
の
二
つ
の
テ

キ
ス
ト
に
も
、
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
眉
批
が
あ
る
。
そ
し
て
、
王
驥
德

は
『
新
校
注
古
本
西
廂
記
・
例
』
に
さ
ら
に
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
を
削

除
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
明
言
し
て
い
る
：

至
諸
本
益
以
絡
絲
娘
一
尾
，
語
既
鄙
俚
，
復
入
他
韻
。
又
，
竊

後
折
意
提
醒
爲
之
，
似
搊
彈
說
詞
家
，
所
謂
且
聽
下
回
分
解
等

語
。
又
，
止
第
二
、
三
、
四
折
有
之
，
首
折
復
闕
，
明
係
後
人
增

入
。
但
古
本
竝
存
，
又
，『
太
和
正
音
譜
』
亦
收
入
譜
中
，
或
篡

入
已
久
，
相
沿
莫
爲
之
正
耳
。
今
從
秣
陵
本
刪
去）

27
（

。（
諸
本
益
す
に

絡
絲
娘
の
一
尾
を
以
て
す
る
に
至
り
、
語
既
に
鄙
俚
に
し
て
、
復
た
他
の

韻
に
入
る
。
又
た
後
折
の
意
を
竊
み
て
提
醒
し
て
之
を
爲
す
。
搊
彈
・
説

詞
家
の
所
謂
る
「
且
く
下
回
の
分
解
を
聽
け
」
等
の
語
に
似
る
。
又
た
止

だ
第
二
・
三
・
四
折
之
を
有
す
る
の
み
に
て
、
首
折
復
た
闕
く
は
、
明
か

に
後
人
の
增
入
に
係
る
。
但
だ
古
本
幷
せ
て
存
し
、
又
た
、『
太
和
正
音

譜
』
も
亦
た
譜
中
に
收
入
す
る
は
、或
ひ
は
篡
入
す
る
こ
と
已
に
久
し
く
、

相
ひ
沿
ひ
て
之
が
爲
に
正
す
な
き
の
み
。
今
秣
陵
本
に
從
ひ
て
删
去
す
。）

さ
ら
に
、
第
一
折
第
四
套）
28
（

に
つ
け
た
注
釋
の
第
十
二
條
に
王
驥
德
は

ま
た
、俗

本
每
折
後
各
有
僞
增
絡
絲
娘
煞
尾
二
句
，
皆
俗
工
搊
彈
引
帶

之
詞
，
今
悉
刪
去
。（
俗
本
は
折
ご
と
の
後
に
各
々
【
絡
絲
娘
煞
尾
】

二
句
を
僞
增
す
る
有
り
、
皆
俗
工
の
搊
彈
引
帶
の
詞
な
り
、
今
悉
く
刪
去

す
。）

と
理
由
を
補
足
し
て
い
る
。『
西
廂
會
眞
傳
』
に
も
眉
批
に
「
皆
俗

工
搊
彈
引
帶
之
詞
、
今
刪
去
。」
と
の
理
由
を
示
し
て
【
絡
絲
娘
煞

尾
】
を
削
除
し
た
。
そ
れ
も
お
そ
ら
く
王
驥
德
の
影
響
を
受
け
た
と

考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
を
も
っ
て
【
絡
絲
娘

煞
尾
】
を
削
除
し
て
い
る
が
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
『
太
和
正
音

譜
』
に
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
を
引
用
し
、
し
か
も
出
典
を
『
西
廂
記
』

よ
り
と
明
確
に
示
し
て
い
る
以
上
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
は
本
來
『
西

廂
記
』
の
古
い
テ
キ
ス
ト
か
ら
す
で
に
あ
っ
た
も
の
だ
と
判
斷
し
て

よ
い
。
そ
れ
を
輕
々
し
く
削
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
も
ち

ろ
ん
孫
楷
第
・
田
中
謙
二
ら
日
中
の
學
者
に
指
摘
さ
れ
て
い
る）

29
（

。
し

か
し
、
諸
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
削
除
の
理
由
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た

先
行
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
論
及
が
な
か
っ
た
。
諸
テ
キ
ス
ト
が
【
絡

絲
娘
煞
尾
】
を
削
除
し
た
理
由
は
合
理
性
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
そ

の
理
由
か
ら
見
え
る
當
時
の
戲
曲
家
の
元
雜
劇
に
對
す
る
認
識
は
、

當
然
詳
細
に
檢
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
は
諸
テ
キ
ス
ト
に
あ

げ
た
主
な
四
つ
の
理
由
を
ま
と
め
て
分
析
し
て
み
た
い
。
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『
西
廂
記
』
に
お
け
る
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
に
つ
い
て
の
考
察
（
李
）

（
一
）「
下
を
引
く
詞
」

繼
志
齋
本
に
「
此
の
意
、
先
に
説
き
出
す
に
合
は
ず
」
と
指
摘
し

た
の
は
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
の
二
句
の
曲
詞
が
劇
の
次
の
展
開
を
豫

め
提
示
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
王
驥
德
が
指
摘
し
た
「
後
折
の

意
を
竊
み
て
提
醒
し
て
之
を
爲
す
。
搊
彈
・
説
詞
家
の
所
謂
る
「
且

く
下
回
の
分
解
を
聽
け
」
等
の
語
に
似
る
。」
と
い
う
理
由
も
繼
志

齋
本
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
理
由
を

も
っ
て
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
を
削
除
し
た
の
は
、
な
か
な
か
人
を
納
得

さ
せ
ら
れ
な
い
。
凌
濛
初
刻
朱
墨
套
印
本
『
西
廂
記
』（
以
下
凌
濛
初

本
と
略
稱
す
）
の
第
一
本
第
四
折
の
末
尾
に
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
が
あ

り
、
そ
の
曲
に
つ
け
ら
れ
た
眉
批
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

此
有
絡
絲
娘
尾
者
，
因
四
折
之
體
已
完
，
故
復
爲
引
下
之
詞
結

之
，
見
尚
有
第
二
本
也
。
此
非
復
扮
色
人
口
中
語
，
乃
自
爲
眾
伶

人
打
散
語
，
猶
説
詞
家
有
分
交
以
下
之
類
，
是
其
打
院
本
家
數
。

王
謂
是
搊
彈
引
帶
之
詞
而
削
去
，
大
無
識
矣）

30
（

。（
此
に
【
絡
絲
娘
尾
】

有
る
は
、
四
折
の
體
已
に
完
き
に
因
り
、
故
に
復
た
下
を
引
く
の
詞
を
爲

り
て
之
を
結
ぶ
。
尙
ほ
第
二
本
有
る
を
見
る
な
り
。
此
れ
復
た
扮
色
人
の

口
中
の
語
に
非
ず
、
乃
ち
自
ら
眾
伶
人
の
打
散
の
語
爲
り
。
猶
ほ
説
詞
家

の
以
下
を
分
交
す
る
の
類
有
る
が
ご
と
し
、
是
れ
其
の
打
院
本
の
家
數
な

り
。
王
謂
は
く
、
是
れ
搊
彈
引
帶
の
詞
に
し
て
削
去
す
と
。
大
に
無
識
な

り
。）

凌
濛
初
は
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
が
『
西
廂
記
』
の
一
本
（
四
折
）

の
劇
末
に
置
か
れ
、「
下
を
引
く
詞
」
と
し
て
次
の
展
開
を
誘
起
す

る
「
小
結
」
の
よ
う
な
存
在
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
曲
を

歌
う
の
は
「
扮
色
人
」（
劇
の
人
物
に
扮
す
る
特
定
の
某
出
演
者
）
で
は

な
く
、「
眾
伶
人
」（
出
演
者
全
員
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
打
院
本
家

數
」（
雜
劇
の
創
作
や
上
演
の
本
來
の
流
儀
）
だ
と
述
べ
、【
絡
絲
娘
煞

尾
】
を
削
除
し
た
王
驥
德
を
「
大
無
識
」（
非
常
に
見
識
が
な
い
）
と

激
し
く
批
判
し
た
。
そ
れ
は
や
や
過
激
な
言
辭
か
も
し
れ
な
い
が
、

王
骥
徳
が
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
を
削
除
し
た
の
は
、
確
か
に
輕
率
な
行

爲
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
執
筆
者
が
調
べ
た
限
り
、『
西
廂

記
』
の
よ
う
な
數
本
か
ら
構
成
す
る
雜
劇
に
お
い
て
も
一
本
（
四
折
）

の
雜
劇
に
お
い
て
も
「
下
を
引
く
詞
」
の
用
例
は
存
在
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
元
楊
景
賢
『
西
遊
記
』
雜
劇
は
六
本
（
二
四
折
）
か

ら
構
成
し
、
そ
の
第
二
・
三
・
四
・
五
本
の
末
折
の
末
尾
に
「
下

を
引
く
詞
」
が
見
ら
れ
る）

31
（

。
一
本
（
四
折
）
の
作
品
の
場
合
、
そ
の

用
例
が
枚
擧
に
遑
が
な
い
ほ
ど
多
く
あ
る
。（
例
え
ば
、『
金
錢
記
』
第

一
・
四
折
の
末
尾
、『
陳
州
糶
米
』
第
一
折
の
末
尾
、『
賺
蒯
通
』
第
一
・
二

折
の
末
尾
な
ど
）。
こ
う
い
う
事
情
か
ら
考
え
れ
ば
、「
下
を
引
く
詞
」

は
た
し
か
に
凌
蒙
初
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
元
雜
劇
の
「
家
數
」
と
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中
國
文
學
硏
究
　
第
四
十
九
期

も
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
劇
の
次
の
展
開
を
提
示
し
た
り
、
誘

起
し
た
り
す
る
曲
詞
（「
下
を
引
く
詞
」）
で
あ
る
た
め
、【
絡
絲
娘
煞

尾
】
を
削
除
し
た
の
は
や
は
り
理
に
か
な
わ
な
い
だ
ろ
う
。

（
二
）「
煞
尾
」
の
重
複

繼
志
齋
は
「
且
複
用
煞
尾
」
を
削
除
の
理
由
と
し
た
。
つ
ま
り
同

折
の
套
曲
に
す
で
に
尾
聲
の
曲
を
使
っ
て
い
る
か
ら
に
は
、
重
ね
て

煞
尾
を
使
う
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
本
執
筆

者
が
調
査
し
た
か
ぎ
り
、
現
存
の
大
多
數
の
元
雜
劇
作
品
の
套
曲
で

は
、
た
し
か
に
尾
聲
の
後
に
尾
聲
の
よ
う
な
曲
（「
尾
」
や
「
煞
」
の

よ
う
な
文
字
が
見
ら
れ
る
曲
牌
）
を
再
び
付
加
し
な
い
。
た
だ
、
僅
か

な
が
ら
、
例
外
も
な
い
と
は
言
え
な
い
。
た
と
え
ば
、『
小
張
屠
焚

兒
救
母
』（
元
刊
本
）
第
三
折
套
曲
の
最
後
の
三
曲
は
【
煞
】【
尾
聲
】

【
煞
尾
】
と
な
り
、『
看
錢
奴
冤
家
債
主
』（
元
刊
本
）
第
三
折
套
曲
の

【
高
過
煞
】
の
後
ろ
に
ま
た
【
浪
來
里
煞
】
が
つ
い
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
煞
尾
の
重
複
が
絶
對
許
さ
な
い
こ
と
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
と
い
う
曲

牌
の
標
示
は
【
小
絡
絲
娘
】
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
い
う
不
適
切

な
標
示
が
繼
志
齋
本
の
判
斷
を
誤
っ
た
方
向
へ
導
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
じ
つ
は
、
元
雜
劇
で
は
、
一
折
の
套
曲
が
終
了
し
た
後
、
套

曲
と
韻
を
異
に
す
る
一
つ
二
つ
の
曲
を
付
け
加
え
る
こ
と
は
し
ば
し

ば
見
ら
れ
る）

32
（

。
し
た
が
っ
て
、『
西
廂
記
』
四
本
の
末
尾
に
【
小
絡

絲
娘
】
を
用
い
て
も
何
の
不
思
議
も
な
い
だ
ろ
う
。

（
三
）
套
曲
と
違
う
韻
を
用
い
る

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
王
驥
德
は
「
語
既
に
鄙
俚

に
し
て
、
復
た
他
の
韻
に
入
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
王
氏
は
、
曲

詞
が
鄙
俗
で
あ
る
こ
と
と
、
套
曲
と
違
う
韻
を
用
い
る
こ
と
も
【
絡

絲
娘
煞
尾
】
を
削
除
す
る
理
由
と
し
た
。
曲
詞
が
鄙
俗
で
あ
る
か
ど

う
か
は
主
觀
的
な
判
斷
を
免
れ
な
い
も
の
の
、
ま
ず
王
驥
德
校
註
本

に
附
し
た
『
附
詞
隱
先
生
手
札
二
通
』
の
つ
ぎ
の
關
連
記
述
に
注
目

し
て
み
よ
う
。

小
柬
封
後
。
猶
有
越
調
小
絡
絲
娘
煞
尾
二
句
體
，
先
生
皆
已
删

之
矣
。
然
查
正
音
譜
，
亦
已
收
於
越
調
中
。
且
此
等
語
，
非
實
甫

不
能
作
。
乞
仍
爲
録
入
於
四
套
後
，
使
成
全
璧
，
何
如
？）

33
（

（
小
柬

を
後
に
封
ず
。
猶
ほ
越
調
【
小
絡
絲
娘
煞
尾
】
二
句
體
有
り
、
先
生
皆
已

に
之
を
删
る
な
り
。
然
れ
ど
も
、『
正
音
譜
』
を
査
ぶ
る
に
、
亦
た
已
に

越
調
の
中
に
收
む
。
且
つ
此
れ
ら
の
語
は
、
實
甫
に
あ
ら
ず
ん
ば
作
す
に

能
わ
ず
。
乞
ひ
ね
が
わ
く
は
仍
ほ
爲
に
四
套
の
後
に
録
入
し
て
、
全
璧
を

成
さ
し
む
る
は
何
如
せ
ん
や
。）
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『
西
廂
記
』
に
お
け
る
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
に
つ
い
て
の
考
察
（
李
）

沈
璟
は
萬
暦
年
間
の
高
名
な
戲
曲
家
で
あ
る
。
曲
律
に
精
通
す
る

こ
と
で
世
に
名
を
馳
せ
、「
曲
壇
盟
主
」
と
も
お
し
あ
が
め
ら
れ
た
。

沈
璟
は
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
が
王
實
甫
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考

え
、『
西
廂
記
』
か
ら
削
ら
な
い
よ
う
に
王
驥
德
に
熱
心
に
頼
ん
だ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
王
驥
德
は
け
っ
き
ょ
く
そ
の
意
見
を
受
け
入
れ

な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
曲
詞
の
鄙
俗
よ
り
も
、
王
驥
德
は
【
絡
絲

娘
煞
尾
】
の
韻
が
同
折
の
套
曲
と
違
う
こ
と
が
さ
ら
に
氣
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
。
王
氏
は
、
そ
の
著
作
『
曲
律
・
論
韻
第
七
』
に
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

北
劇
每
折
只
用
一
韻
、
南
戲
更
韻
、
已
非
古
法
、
至
每
韻
復
出

入
數
韻
、
而
恬
不
知
怪
、
抑
何
窘
也）

34
（

。（
北
劇
は
折
ご
と
に
只
だ
一

韻
を
用
ふ
。
南
戲
は
韻
を
更
ひ
て
已
に
古
法
に
非
ず
。
每
韻
復
た
數
韻
に

出
入
す
る
こ
と
數
韻
に
至
る
も
、
恬
と
し
て
怪
し
む
を
知
ら
ず
、
抑
も
何

ぞ
窘
し
ま
ん
や
。）

つ
ま
り
、
王
驥
德
は
、
北
劇
（
す
な
わ
ち
北
曲
系
統
の
元
雜
劇
と
明

雜
劇
）
は
每
折
た
だ
一
つ
の
韻
の
み
を
用
い
、
一
折
は
「
一
韻
到
底
」

す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
現
存
の
元
雜
劇
作
品
の

大
多
數
は
、
そ
の
一
折
が
「
一
韻
到
底
」
で
は
あ
る
も
の
の
（
一
折

に
所
屬
す
る
曲
は
一
つ
の
套
曲
の
み
）、
じ
つ
は
一
折
の
内
に
套
曲
と
異

な
る
韻
を
用
い
る
曲
を
有
す
る
作
品
も
少
な
く
な
い）

35
（

。
王
氏
の
腦
裏

に
は
「
一
韻
到
底
」
を
元
雜
劇
の
原
則
と
し
て
盲
信
し
、
異
韻
曲
の

【
絡
絲
娘
煞
尾
】
の
存
在
を
許
せ
な
か
っ
た
と
想
像
で
き
る
が
、
そ

れ
は
當
然
妥
當
と
は
考
え
ら
れ
な
い）

36
（

。

（
四
）
第
一
折
に
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
が
な
い

ま
た
、『
西
廂
記
』
の
第
二
、
三
、
四
折
に
は
【
絡
絲
娘
煞
尾
】

が
あ
る
の
に
、
第
一
折
に
は
な
い
た
め
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
は
明
ら

か
に
後
の
人
に
よ
っ
て
付
け
加
え
た
と
い
う
の
も
王
驥
德
が
【
絡

絲
娘
煞
尾
】
を
削
る
理
由
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
第
二
、

三
、
四
折
に
あ
っ
て
第
一
折
だ
け
に
な
け
れ
ば
、
後
世
に
加
え
ら
れ

た
も
の
と
決
め
つ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
王
氏
は
何
の
説
明
も
殘

し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
論
理
は
い
さ
さ
か
不
可
解
で
あ
る
。
む
し

ろ
、
も
し
本
當
に
後
人
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、

第
一
折
の
末
尾
に
の
み
付
け
加
え
な
い
わ
け
も
な
か
ろ
う
。
あ
る
い

は
、
本
來
四
本
の
末
尾
に
は
皆
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
が
あ
っ
た
け
れ
ど

も
、
流
傳
す
る
う
ち
に
第
一
本
末
尾
だ
け
が
逸
失
し
た
か
も
し
れ
な

い
。と

こ
ろ
で
、
王
驥
德
が
目
に
し
た
『
西
廂
記
』
の
テ
キ
ス
ト
で

は
、
第
一
本
末
尾
に
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
が
な
い
が
、
前
に
述
べ
た
よ

う
に
、
繼
志
齋
本
が
參
照
し
た
底
本
の
第
一
本
末
尾
に
は
【
絡
絲
娘
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煞
尾
】
が
あ
る
。
そ
し
て
、
第
一
本
末
尾
に
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
を

收
録
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
現
在
凌
濛
初
本
、
閔
遇
五
會
眞
六
幻
本
、

『
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
廂
記
』
の
三
種
が
あ
る）

37
（

。
ま
た
、『
毛
西
河

論
定
西
廂
記
』（
康
熙
五
十
年
一
六
七
六
刊
、
毛
奇
齡
評
定
）
の
第
一
本

末
尾
に
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
の
曲
牌
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

下
に
「
曲
亡
」
と
記
し
、
曲
詞
が
な
い
。
つ
ま
り
、
毛
奇
齡
が
當
時

參
考
に
し
た
テ
キ
ス
ト
で
は
第
一
本
末
尾
に
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
が
な

か
っ
た
も
の
の
、
毛
氏
は
第
一
本
末
尾
に
そ
の
曲
が
あ
る
べ
き
と
考

え
て
わ
ざ
わ
ざ
曲
牌
の
下
に
「
曲
亡
」
と
記
し
た
の
だ
ろ
う
。
た

だ
、
ほ
か
の
テ
キ
ス
ト
の
多
く
は
王
驥
德
本
と
同
じ
く
、
第
一
本
末

尾
に
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
が
な
い
。

そ
れ
に
對
し
て
、
田
中
謙
二
は
『
西
廂
記
』
第
一
本
末
尾
に
【
絡

絲
娘
煞
尾
】
が
本
來
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

そ
の
理
由
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
二
つ
に
な
る
。
一
つ
目
は
、
第
一

本
の
末
尾
に
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
を
收
録
す
る
の
は
、
凌
濛
初
本
な
ど

少
數
の
版
本
の
み
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、『
西
廂
記
』
第
二
・
三
・

四
本
お
よ
び
『
兩
世
姻
緣
』
に
あ
る
用
例
か
ら
み
れ
ば
、【
絡
絲
娘

煞
尾
】
は
同
折
の
套
曲
と
韻
を
異
に
し
て
い
る
が
、
第
一
本
末
尾
だ

け
に
同
折
の
套
曲
と
同
じ
韻
を
用
い
て
い
る
の
で
、
徐
士
範
・
凌
濛

初
な
ど
明
代
の
人
に
よ
っ
て
補
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る）

38
（

。
こ
の
二

つ
の
理
由
に
對
し
て
、
本
執
筆
者
は
何
ら
反
論
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
た
だ
あ
く
ま
で
推
測
の
結
果
と
し
て
、
も
う
一
つ
逆
の
可
能
性

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
凌
濛
初
や
毛
奇
齡
ら

が
主
張
し
た
よ
う
に
、
本
來
『
西
廂
記
』
第
一
本
末
尾
に
も
【
絡
絲

娘
煞
尾
】
が
あ
っ
た
が
、
後
世
へ
の
流
傳
の
過
程
で
逸
失
し
た
。
そ

し
て
、
明
代
の
後
期
に
な
る
と
、
そ
の
邊
の
不
都
合
に
氣
付
い
た
戲

曲
家
は
ま
た
自
ら
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
を
作
っ
て
補
足
し
た
が
、「
一

折
一
韻
到
底
」
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
も
あ
ろ
う
か
、
曲
の
韻
を
同

折
の
套
曲
と
同
じ
に
し
た
の
で
、
か
え
っ
て
も
と
の
【
絡
絲
娘
煞

尾
】
と
性
格
が
か
な
り
違
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
け
れ
ど

も
、
第
一
本
末
尾
に
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
が
あ
る
に
せ
よ
、
な
い
に
せ

よ
、
そ
れ
は
第
二
・
三
・
四
本
の
末
尾
に
あ
る
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
を

削
る
理
由
に
な
ら
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
で
、
小
稿
は
『
西
廂
記
』
に
お
け
る
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
の
曲

牌
、
宮
調
お
よ
び
套
曲
に
入
れ
る
か
否
か
、
一
部
の
テ
キ
ス
ト
に
削

除
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
檢
討
し
て
き
た
。
弘
治
本
を
は
じ
め
、
明

代
に
成
立
し
た
『
西
廂
記
』
の
多
く
の
テ
キ
ス
ト
に
は
【
絡
絲
娘

煞
尾
】
と
い
う
曲
が
見
ら
れ
る
が
、『
中
原
音
韻
』『
太
和
正
音
譜
』
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『
西
廂
記
』
に
お
け
る
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
に
つ
い
て
の
考
察
（
李
）

『
北
詞
廣
正
譜
』
な
ど
元
・
明
の
韻
書
と
曲
譜
を
檢
證
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
曲
牌
の
正
し
い
標
示
は
じ
つ
は
【
小
絡
絲
娘
】
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
曲
牌
は
『
中
原
音
韻
』
お
よ
び

明
清
の
曲
譜
に
越
調
に
屬
し
て
い
る
が
、
現
存
す
る
用
例
か
ら
み
れ

ば
、
そ
の
曲
は
同
折
の
越
調
や
雙
調
の
套
曲
と
常
に
韻
を
異
に
し
て

い
る
た
め
、
套
曲
に
入
ら
ず
用
い
ら
れ
な
い
も
の
（「
不
入
套
」）
と

見
な
し
て
も
良
い
。
た
と
え
、
雜
劇
の
一
折
に
入
れ
て
も
、
同
折
の

套
曲
と
違
う
韻
を
用
い
ね
ば
な
ら
な
い
。
元
曲
の
曲
牌
の
中
に
、
類

似
す
る
も
の
は
僅
か
な
が
ら
、
正
宮
【
撼
動
山
】
や
雙
調
【
楚
天

遙
】
が
あ
る
。

一
方
、『
西
廂
記
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
を
削
除

し
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
理
由
は
主
に
、（
一
）【
絡
絲
娘
煞

尾
】
の
曲
詞
は
劇
の
次
の
展
開
を
誘
起
す
る
こ
と
（「
下
を
引
く
詞
」）

（
二
）「
煞
尾
」
が
重
複
す
る
こ
と
（
三
）
套
曲
と
違
う
韻
を
用
い
る

こ
と
（
四
）
第
一
折
に
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
が
な
い
こ
と
、
こ
の
四
つ

が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
細
心
に
考
察
し
て
み
る
と
、
い
ず

れ
も
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
を
削
る
正
當
な
理
由
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
な
お
問
題
は
一
つ
殘
っ
て
い
る
。
多
く
の
テ
キ
ス

ト
に
は
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
の
歌
唱
者
を
主
役
の
末
（
張
生
）・
旦
（
鶯

鶯
ま
た
は
紅
娘
）
と
示
し
て
い
る
が
、
前
述
の
凌
濛
初
本
に
は
そ
う

い
っ
た
指
示
は
な
い
。
凌
氏
は
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
を
「
眾
伶
人
」

（
出
演
者
全
員
）
に
よ
る
「
打
散
」（
劇
の
終
了
後
に
ま
た
曲
や
セ
リ
フ
を

も
っ
て
う
ち
だ
し
を
示
す
こ
と
）
の
語
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
毛
奇
齡

も
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
の
歌
唱
者
は
舞
臺
上
の
出
演
者
で
は
な
い
と
論

じ
て
い
る
が
、
凌
氏
の
主
張
と
は
違
っ
て
、「
坐
間
代
唱
」（
舞
臺
の

下
や
側
に
座
っ
て
い
る
者
が
出
演
者
の
代
わ
り
に
歌
う
）
だ
と
唱
え
て
い

る）
39
（

。
よ
う
す
る
に
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
の
歌
唱
者
は
い
っ
た
い
誰
な

の
か
と
い
う
問
題
は
ま
た
完
全
に
解
明
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
元
雜

劇
の
「
打
散
」
を
め
ぐ
っ
て
、
孫
楷
第
・
鄭
騫
・
胡
忌
ら
の
研
究
者

は
す
で
に
考
察
を
行
っ
て
い
る
が
、
た
だ
意
見
が
ま
だ
一
致
し
て
い

な
い
と
こ
ろ
も
多
い）

40
（

。
こ
の
た
め
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
の
歌
唱
者
の

究
明
を
手
掛
か
り
に
し
て
元
雜
劇
の
「
打
散
」
を
再
檢
討
す
る
こ
と

は
、
つ
ぎ
の
課
題
に
し
た
い
。

注（
１
） 

周
錫
山
編
の
『〈
西
廂
記
〉
注
釋
彙
評
』（
上
海
人
民
出
版
社
二
〇
一

三
年
、『
編
校
凡
例
和
說
明
』
第
三
、
二
四
七

－

二
五
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、

『
西
廂
記
』
は
明
代
と
清
代
に
少
な
く
て
も
二
一
四
種
の
版
本
を
有
し
、

現
在
は
一
六
八
種
も
世
に
殘
っ
て
い
る
。

（
２
） 

元
雜
劇
の
一
折
（
幕
）
は
、
通
常
同
じ
韻
を
踏
む
複
數
の
曲
か
ら
な
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り
、
そ
れ
ら
の
曲
の
組
み
は
套
曲
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
、
套
曲
と
韻
を

異
に
す
る
曲
が
た
ま
に
一
折
に
入
れ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
そ
れ

を
「
不
入
套
」（
套
曲
に
入
ら
な
い
）
と
い
う
。

（
３
） 
ま
た
、
曲
の
譯
は
田
中
謙
二
の
『「
西
廂
記
」
板
本
の
研
究
（
上
）』

（『
田
中
謙
二
著
作
集
・
第
一
卷
』
汲
古
書
院
二
〇
〇
〇
年
、
第
二
二
五

－

二
二
六
頁
）
を
參
考
に
し
た
。

（
４
） 

弘
治
本
『
西
廂
記
』（
河
北
教
育
出
版
社
二
〇
〇
六
年
影
印
本
、
第
一

六
八
、
二
一
八
、
二
六
一
頁
）
を
參
考
。

（
５
） 

明
嘉
靖
十
年
（
一
五
三
〇
）
刊
の
『
雍
熙
樂
府
』（
二
十
卷
）
に
『
西

廂
記
』
の
二
十
套
曲
を
收
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
卷
十
三
に
あ
る
越

調
の
二
つ
の
套
曲
の
後
ろ
に
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
と
な
っ
て
い
る
が
、
卷

十
二
に
あ
る
雙
調
の
套
曲
の
後
ろ
に
【
絡
絲
娘
】
と
な
っ
て
い
る
。
偶

然
と
い
う
よ
り
、
弘
治
本
と
は
何
ら
か
の
か
か
わ
り
が
あ
る
よ
う
に
考

え
る
。

（
６
） 【
絡
絲
娘
】
と
【
小
絡
絲
娘
】
曲
格
に
つ
い
て
、『
九
宮
大
成
南
北
詞

宮
譜
（
七
）』（『
善
本
戲
曲
叢
刊
・
第
六
輯
』
第
九
三
册
、
臺
灣
學
生
書

局
一
九
八
七
年
、
第
二
三
九
三

－

二
三
九
六
、
二
四
六
九

－

二
四
七
〇

頁
）
及
び
鄭
騫
『
北
曲
新
譜
』（
藝
文
印
書
館
一
九
七
三
年
、
第
二
五
六

－

二
五
八
頁
）
を
參
考
。

（
７
） 

吳
梅
『
南
北
詞
簡
譜
』（
中
國
戲
劇
出
版
社
二
〇
一
五
年
第
二
〇
九
頁
）

を
參
考
。
中
國
語
原
文
：【
絡
絲
娘
】
已
見
前
、
此
即
其
首
二
句
、
故
云

「
小
」。

（
８
） 

鄭
騫
『
北
曲
套
式
彙
錄
詳
解
』（
藝
文
印
書
館
一
九
七
三
年
第
一
四
一

－
一
五
〇
頁
）
を
參
考
。

（
９
） 

朱
權
『
太
和
正
音
譜
』（『
中
國
古
典
戲
曲
論
著
集
成
・
三
』
中
國
戲

劇
出
版
社
一
九
五
九
年
、
第
一
八
五
頁
）
を
參
考
。

（
10
） 

李
玉
『
北
詞
廣
正
譜
』（『
善
本
戲
曲
叢
刊
・
第
六
輯
』
第
八
一
册
、

臺
灣
學
生
書
局
一
九
八
七
年
第
五
二
八
頁
）
を
參
考
。

（
11
） 

田
中
謙
二
『「
西
廂
記
」
板
本
の
研
究
・
絡
絲
娘
煞
尾
に
つ
い
て
』

（『
田
中
謙
二
著
作
集
・
第
一
卷
』
汲
古
書
院
二
〇
〇
〇
年
、
第
二
二
八

頁
）
を
參
考
。

（
12
） 

鄭
騫
『
北
曲
新
譜
』（
藝
文
印
書
館
一
九
七
三
年
、
第
二
五
八
頁
）
を

參
考
。

（
13
） 

元
雜
劇
作
品
の
種
々
の
テ
キ
ス
ト
は
主
に
以
下
の
元
代
と
明
代
に
成

立
し
た
一
一
種
の
戲
曲
選
集
に
收
め
ら
れ
て
い
る
。﹇
１
﹈
元
刊
雜
劇

三
十
種
（
元
末
に
成
立
し
た
唯
一
の
元
刊
本
）、﹇
２
﹈
改
定
元
賢
傳
奇

（
嘉
靖
三
十
九
年
前
後
）、﹇
３
﹈
古
名
家
雜
劇
（
萬
曆
十
六
〜
十
七
年
）、

﹇
４
﹈
息
機
子
古
今
雜
劇
選
（
萬
曆
二
十
六
年
）、﹇
５
﹈
陽
春
奏
（
萬
曆

三
十
七
年
）、﹇
６
﹈
于
小
穀
抄
本
（
嘉
靖
と
萬
曆
の
間
）、﹇
７
﹈
脈
望

館
抄
本
（
萬
曆
四
十
〜
四
十
五
年
）、﹇
８
﹈
顧
曲
齋
古
雜
劇
（
萬
曆
年

間
）、﹇
９
﹈
繼
志
齋
元
明
雜
劇
（
萬
曆
年
間
）、﹇
10
﹈
元
曲
選
（
萬
曆

四
十
三
、
四
十
四
年
）、﹇
11
﹈
古
今
名
劇
合
選
（
崇
禎
六
年
）。
本
稿
で

は
、﹇
２
﹈
は
『
續
修
四
庫
全
書
・
一
七
六
〇
册
』（
二
〇
〇
二
年
、
上

海
古
籍
出
版
社
）
に
收
め
た
明
刻
本
の
影
印
本
を
、﹇
10
﹈
は
中
華
再
造

善
本
（
二
〇
一
一
年
、
中
國
國
家
圖
書
館
出
版
）
に
收
め
た
明
刻
本
を
、

そ
の
ほ
か
は
『
古
本
戲
曲
叢
刊
』
第
四
集
（
古
本
戲
曲
叢
刊
編
輯
委
員

會
、
一
九
五
八
年
）
に
收
め
た
影
印
本
を
利
用
。

（
14
） 

鄭
騫
『
北
曲
套
式
彙
錄
詳
解
』（
藝
文
印
書
館
一
九
七
三
年
第
一
六
八
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『
西
廂
記
』
に
お
け
る
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
に
つ
い
て
の
考
察
（
李
）

頁
）
に
は
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
を
『
兩
世
姻
緣
』
第
四
折
の
套
曲
に
取
り

入
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
臧
懋
循
に
よ
っ
て
改
變
さ
れ
た
『
元
曲
選
』

の
テ
キ
ス
ト
の
み
を
參
考
に
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。『
改
定
元
賢
傳
奇
』

な
ど
古
い
テ
キ
ス
ト
に
示
し
た
よ
う
に
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
は
本
來
、
同

折
の
套
曲
と
韻
を
異
に
し
て
い
る
た
め
、
雙
調
の
套
曲
に
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
。
ま
た
、
最
近
の
研
究
、
例
え
ば
、
張
婷
婷
『
元
曲
曲
體
研

究
』（
南
京
大
學
二
〇
〇
九
年
博
士
畢
業
論
文
、
第
一
九
八
頁
）
に
お
い

て
も
そ
の
邊
の
問
題
に
留
意
し
て
い
な
い
。

（
15
） 

明
・
胡
文
焕
編
、
李
志
遠
校
箋
：『
群
音
類
選
校
箋
・
新
刻
群
音
類
選

卷
一
・
北
腔
類
・
氣
張
飛
雜
劇
』（
中
華
書
局
二
〇
一
八
年
、
第
一
八
四

九

－

一
八
五
一
頁
）
を
參
考
。

（
16
） 

本
稿
は
、
隋
樹
森
編
の
『
全
元
散
曲
』（
中
華
書
局
一
九
六
四
年
）
と

徐
征
ら
編
の
『
全
元
曲
』（
河
北
教
育
出
版
社
一
九
九
八
年
）
に
收
め
た

散
曲
を
調
查
の
對
象
に
し
て
い
る
。

（
17
） 

清
・
周
祥
鈺
等
編
『
九
宮
大
成
南
北
詞
宮
譜
（
七
）』（『
善
本
戲
曲
叢

刊
・
第
六
輯
』、
臺
灣
學
生
書
局
一
九
八
七
年
、
第
二
四
六
九

－

二
四
七

〇
頁
）
を
參
考
。

（
18
） 

鄭
騫
『
北
曲
新
譜
』（
藝
文
印
書
館
一
九
七
三
年
第
二
五
八
頁
）
を
參

考
。
中
國
語
原
文
：
大
成
云
一
名
小
結
煞
，
不
知
何
據
。

（
19
） 

清
・
沈
遠
、
程
清
編
『
校
定
北
西
廂
弦
索
譜
』
順
治
十
四
年
（
一
六

五
七
）
刻
本
（
中
國
國
家
圖
書
館
善
本
書
號
：
〇
五
六
一
〇
）、
卷
上
凡

例
第
二
頁
上
を
參
考
。
同
譜
は
『
西
廂
記
』
の
現
存
最
古
の
工
尺
譜
で

あ
る
。

（
20
） 

小
令
だ
け
に
使
っ
て
套
曲
に
入
ら
な
い
「
不
入
套
」
の
曲
牌
に
つ
い

て
、
鄭
騫
の
『
北
曲
新
譜
』（
藝
文
印
書
館
一
九
七
三
年
第
四
〇

－

四
一
、

一
一
二

－
一
一
三
、
一
八
八
、
三
七
五
頁
）
を
參
考
。

（
21
） 

李
玉
『
北
詞
廣
正
譜
』（『
善
本
戲
曲
叢
刊
・
八
〇

－

八
一
』（
臺
灣
學

生
書
局
一
九
八
七
年
、
第
五
一
二
頁
）
を
參
考
。

（
22
） 

陳
旭
耀
の
『
現
存
明
刊
〈
西
廂
記
〉
版
本
綜
錄
』（
上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
〇
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
現
存
の
明
版
の
『
西
廂
記
』
の
テ
キ
ス
ト

は
四
七
種
が
あ
る
。
周
錫
山
『〈
西
廂
記
〉
注
釋
彙
評
』（
上
海
人
民
出

版
社
二
〇
一
三
年
、
第
二
四
七

－

二
五
〇
頁
）
に
は
、
明
版
を
六
一
種

（
う
ち
に
殘
葉
し
か
殘
っ
て
い
な
い
は
一
種
、
曲
の
み
あ
っ
て
白
な
し
の

曲
選
と
曲
譜
は
七
種
）、
清
版
を
一
〇
七
種
と
あ
げ
て
い
る
。

（
23
） 

傅
曉
航
編
輯
、
校
點
の
『
西
廂
記
集
解
・
貫
華
堂
第
六
才
子
書
西
廂

記
』（
甘
肅
人
民
出
版
社
二
〇
一
三
年
、
第
三
六
一

－

三
六
九
頁
）
に
よ

れ
ば
、
金
批
本
系
統
の
清
代
版
本
は
主
に
四
類
が
あ
り
、
四
類
を
代
表

す
る
四
種
の
版
本
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
が
な
い
こ
と
は

判
明
し
た
。
四
種
の
版
本
は
、『
貫
華
堂
第
六
才
子
書
西
廂
記
』（
八
卷
、

清
康
熙
間
世
德
堂
刻
本
）、『
樓
外
樓
訂
正
妥
註
第
六
才
子
書
』（
六
卷
、

鄒
聖
脈
注
、
乾
隆
年
間
九
如
堂
刻
本
）、『
吳
山
三
婦
評
箋
注
釋
第
六
才

子
書
』（
八
卷
、
嘉
慶
年
間
致
和
堂
刻
本
）、『
此
宜
閣
增
訂
金
批
西
廂
』

（
六
卷
、
周
昂
增
訂
批
評
、
乾
隆
六
十
年
此
宜
閣
朱
墨
套
印
本
）
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
黃
霖
ら
編
の
『
第
六
才
子
書
西
廂
記
彙
評
』（
鳳
凰
出

版
社
二
〇
一
六
年
）
が
利
用
し
た
金
批
本
の
諸
本
に
も
【
絡
絲
娘
煞
尾
】

が
な
い
。

（
24
） 『
新
刊
合
併
王
實
甫
西
廂
記
』『
張
深
之
先
生
正
北
西
廂
祕
本
』
お
よ

び
金
批
本
系
統
に
は
明
示
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
も
刪
除
の
可
能
性
が
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中
國
文
學
硏
究
　
第
四
十
九
期

大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
25
） 『
西
廂
記
』
の
明
刊
本
の
多
く
は
傳
奇
戲
曲
の
影
響
を
受
け
、
折
で
は

な
く
齣
で
劇
の
區
分
け
を
示
し
て
い
る
。

（
26
） 
繼
志
齋
本
は
日
本
國
立
公
文
書
館
所
藏
本
（﹇
請
求
番
號
﹈
附
〇
〇
四

－

〇
〇
〇
二
）
を
參
考
。
凡
例
お
よ
び
四
ヵ
所
の
眉
批
は
、
凡
例
第
二
頁

上
、
一
卷
十
八
頁
下
、
二
卷
二
十
頁
上
、
三
卷
十
七
頁
上
、
四
卷
十
七

頁
下
に
見
る
。
第
八
齣
の
眉
批
は
「
不
爭
惹
恨
牽
情
」
と
な
っ
て
い
る

が
、「
不
爭
惹
恨
牽
情
鬭
引
」
に
作
る
べ
き
、「
鬭
引
」
の
二
字
を
漏
れ

て
い
る
。
ま
た
、
第
八
・
十
二
・
十
六
齣
の
曲
詞
は
前
文
の
弘
治
本
と

同
じ
で
あ
る
た
め
、
再
び
譯
し
な
い
。

（
27
） 

王
驥
德
編
の
『
新
校
註
古
本
西
廂
記
』
は
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
本

（
善
本
書
號
：
一
一
二
五
六
）
を
參
考
。

（
28
） 

王
驥
德
は
『
西
廂
記
』
を
五
折
に
分
け
、
折
ご
と
に
四
つ
の
套
曲
を

配
し
た
。
そ
れ
は
元
雜
劇
の
一
本
四
折
と
は
異
な
り
、
す
こ
し
特
異
な

分
け
方
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
29
） 

黎
錦
熙
、
孫
楷
第
編
の
『
輯
雍
熙
樂
府
本
西
廂
記
曲
文
』（
一
九
三
三

年
立
達
書
局
、
序
の
第
一
九

－

二
〇
頁
）
を
參
考
。

（
30
） 

凌
濛
初
刻
朱
墨
套
印
本
『
西
廂
記
』（
五
卷
）、
明
天
啟
年
間
刻
本
、

第
一
本
第
二
十
九
葉
。

（
31
） 『
西
遊
記
』（『
楊
東
來
先
生
批
評
西
遊
記
』）
は
現
在
一
種
の
明
刊
本

の
み
が
傳
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
一
幕
を
折
で
は
な
く
齣
と

標
示
し
、
そ
れ
も
明
代
傳
奇
戲
曲
の
刊
行
形
式
か
ら
影
響
を
受
け
た
。

第
二
、
三
、
四
、
五
本
の
末
折
は
す
な
わ
ち
第
八
、
十
二
、
十
六
、
二

十
齣
に
な
る
。
ま
た
、
本
稿
は
黄
仕
忠
ら
編
の
『
日
本
所
藏
稀
見
中
國

戲
曲
文
獻
叢
刊
・
第
二
輯
』（
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
二
〇
一
六
年
）
所

收
の
『
西
遊
記
』
影
印
本
を
參
考
に
。

（
32
） 

鄭
騫
『
論
元
雜
劇
散
場
』（『
從
詩
到
曲
』
科
學
出
版
社
一
九
六
一
年
）、

田
中
謙
二
『
院
本
考

－

そ
の
演
劇
理
念
の
志
向
す
る
も
の
』（『
日
本
中

國
學
會
报
』
第
二
十
集
、
一
九
六
八
年
）、
張
啓
超
『
元
雜
劇
的
「
插
曲
」

硏
究
』（
國
立
清
華
大
學
人
文
社
會
學
院
中
國
文
學
系
主
編
『
小
説
戲
曲

硏
究
・
第
一
集
』、
聯
經
出
版
事
業
公
司
一
九
八
八
年
、
第
二
〇
九

－

二

六
〇
頁
）
を
參
考
。

（
33
） 

王
驥
德
『
新
校
注
古
本
西
厢
記
』（
中
國
國
家
圖
書
館
善
本
書
號
：
一

一
二
五
六
。
第
六
卷
第
五
十
三
頁
下
）。

（
34
） 

王
驥
徳
『
曲
律
』（
中
國
戲
曲
研
究
院
編
『
中
國
古
典
戲
曲
論
著
集
成

（
四
）』
一
九
五
九
年
、
第
一
一
〇

－

一
一
一
頁
）
を
參
照
。

（
35
） 「
插
曲
」
に
つ
い
て
、
前
掲
注
の
鄭
騫
『
論
元
雜
劇
散
場
』、
張
啓
超

『
元
雜
劇
的
「
插
曲
」
硏
究
』
を
參
考
。
な
お
、
拙
稿
『
元
雜
劇
「
一
折

一
韻
到
底
」
説
に
つ
い
て
の
再
檢
討
』（『
早
稻
田
大
學
文
學
研
究
科
紀

要
』
第
六
九
輯
、
査
讀
濟
み
、
二
〇
二
四
年
三
月
刊
行
豫
定
）
は
、
元

雜
劇
の
一
折
に
お
け
る
套
曲
と
韻
を
異
に
す
る
曲
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
て
い
る
。

（
36
） 

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
兩
世
姻
縁
』
第
四
折
の
末
尾
の
【
絡
絲
娘
煞

尾
】
は
『
元
曲
選
』
に
お
い
て
改
變
さ
れ
た
。『
元
曲
選
』
の
編
者
の
臧

懋
循
は
な
ぜ
曲
を
押
韻
ま
で
變
更
し
た
の
も
王
驥
德
と
同
じ
く
、「
一
折

一
韻
到
底
」
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
37
） 
陳
旭
耀
『
現
存
明
刊
〈
西
廂
記
〉
版
本
綜
錄
』（
上
海
古
籍
出
版
社
二

〇
〇
七
年
、
第
二
四

－

三
五
頁
）
に
よ
れ
ば
、『
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
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『
西
廂
記
』
に
お
け
る
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
に
つ
い
て
の
考
察
（
李
）

廂
記
』
は
徐
士
範
、
熊
龍
峰
、
劉
龍
田
の
三
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
刊

行
し
た
が
、
三
種
の
版
本
の
內
容
は
同
じ
で
あ
る
。

（
38
） 
田
中
謙
二
『『
西
廂
記
』
板
本
の
研
究
・
絡
絲
娘
煞
尾
に
つ
い
て
』

（『
田
中
謙
二
著
作
集·

第
一
卷
』
汲
古
書
院
二
〇
〇
〇
年
、
第
二
三
〇

頁
）。

（
39
） 

毛
奇
齡
『
西
河
詞
話
』：（
前
略
）
少
時
觀
西
廂
記
，
見
每
一
劇
末
，

必
有
絡
絲
娘
煞
尾
一
曲
，
于
扮
演
人
下
場
後
復
唱
。
且
復
念
正
名
四
句
。

此
是
誰
唱
誰
念
（
中
略
）
及
得
連
廂
詞
例
，
則
司
唱
者
在
坐
間
，
不
在

場
上
。
故
雖
變
雜
劇
，
猶
存
坐
間
代
唱
之
意
。
唐
圭
璋
編
『
詞
話
叢
編
・

西
河
詞
話
・
卷
二
・
詞
曲
轉
變
』（
中
華
書
局
二
〇
〇
五
年
、
第
五
八
二

－

五
八
三
頁
）
を
參
考
。

（
40
） 

孫
楷
第
『
也
是
園
古
今
雜
劇
考
』（
上
雜
出
版
社
一
九
五
三
年
、
第
二

二
六

－

二
三
七
頁
）
を
、
鄭
騫
『
談
元
雜
劇
散
場
』（『
鄭
騫
戲
曲
論
集
』

國
家
出
版
社
二
〇
一
二
年
、
第
七
三

－
八
〇
頁
）
を
、
胡
忌
『
談
雜
劇

的
收
場

－

讀
〈
也
是
園
雜
劇
古
今
雜
劇
考
〉
札
記
』（『
菊
花
新
曲
破
：

胡
忌
學
術
論
集
』
中
華
書
局
二
〇
〇
八
年
、
第
一
二
八

－

一
三
二
頁
）

を
參
考
。
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的
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摘
　
要
：《
西
厢
记
》
现
存
明
清
版
本
众
多
，
以
最
早
最
完
整
的
弘

治
本
为
首
，
许
多
版
本
都
有
【
络
丝
娘
煞
尾
】
曲
。
但
该
曲
牌

在
《
中
原
音
韵
》《
太
和
正
音
谱
》
等
元
明
韵
书
和
曲
谱
中
并
不

存
在
，
经
考
察
可
知
该
曲
牌
名
实
为
【
小
络
丝
娘
】。
该
曲
宫
调

虽
然
被
归
在
越
调
之
中
，
但
根
据
现
存
的
用
例
来
看
，
该
曲
牌
并

不
能
入
套
曲
。
偶
有
用
在
元
杂
剧
一
折
之
中
，
也
需
要
和
同
折
套

曲
不
同
韵
。
另
，
删
除
该
曲
的
《
西
厢
记
》
版
本
也
不
少
，
主
要

理
由
有
：【
络
丝
娘
煞
尾
】
曲
词
为
提
醒
下
文
的
〝
引
下
之
词
〞；

重
复
使
用
【
煞
尾
】；

与
同
折
套
曲
不
同
韵；

只
见
于
第
二
・
三
・

四
本
，
而
第
一
本
剧
末
无
该
曲
。
但
经
论
证
发
现
，
以
上
四
个
理

由
并
不
充
分
，【
络
丝
娘
煞
尾
】
为
《
西
厢
记
》
古
本
所
固
有
，

不
当
轻
易
删
除
。
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